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月 清らかな 初夏の 夜、 私 は A 老人と 連れ だって、 弥 

生 町の 方から 帝 犬の 裏門 を はいり、 右へ 折れて、 正門 

の 方へ ぬけよう とした。 二人とも 可成り 酔って いた。 

不忍 池の 蓮の 花に、 月の 光が 煙って いるの を 眺めな が 

ら、 一 杯 傾けての 帰りな ので ある。 

八 角 講堂の 裏の、 薄暗い 〔# 「薄暗い」 は 底本で は 「薄 

晴ぃ匕 だらだら 坂 を 上りき つて、 ぱっと 蒼白い 月光の 

中に 出た 時、 A 老人 は 突然 立 止って、 私の 肩 を 叩いた。 

「どうだい、 こうして 眺める と、 大学と いう もの も 悪 

くないね ご 

A 老人が 振 向いた 方 を 眺める と、 辰 野 工学博士の 傑 



作の 一 つと されて る 工科大学の 建物が、 中 世紀 風の 

シャト ー の 姿 を、 星屑の 淡い 夜空に、 くっきり 聳 やか 

している。 全体が 優雅に 模糊と して、 頂の クレノ ー が 

厳めしい。 

ほほう、 これ はまた 不思議 だ …… と 私 は 思った ので 

ある。 頭髪 半白な 剽軽な A 老人が、 ゴシック 式の シャ 

ト— を讃 めようと は。 

だが、 老人の 眼 は、 よく 見る と、 工科大学の 建物の 

方へ ではなく、 すぐ 前の、 こん もりと 茂った 木の 下 影 

の、 何だか 怪しい 物に 注がれて いた。 

「何 を 見て いるんで すか ご と 私 は 尋ねた。 



南面に は、 長方形に 削り取られた 中に、 もう 磨滅し き つ 

た朧な 仏の 立像が、 かすかに それと 見分けられる。 北 

に 廻って みると、 円柱の 面に いきなり 梵字で 「キヤ- 

力 • ラ • バ. ァ」 と 五 字 刻んで ある、 ァの 字の 下半 分 

が 磨滅して、 古色蒼然と している。 キヤ カラバ ァと云 

えば、 地 水火 風 空の 意味で ある。 

「この 碑の 由来 を 知っている かご 

「知りません ご 

「なに 知らない。 君 は 大学に 三年 も 通って、 何 を 学ん 

だ ご 

私 は 反問した。 



「じゃあ、 この 碑の 由来 を、 あなた は 御存じ なんです 

ゝ o _ 

力 」 

「はは はは、 わし も 知らない ご 

私は啞 然とした。 

月の 光が 一面に 降り注い でいた。 その 光の 下の こん 

もりとした 木 影の 中に、 ぬつ と 立って いる 仏像と 梵字 

の 碑が、 怪しく 私の 頭に 刻み 込まれた。 

それ は、 私が 大学 を 卒業して 四 五 年後の 話で ある。 

それから やがて、 大正 十二 年の 大地震が 起った。 大 

学の 中 はめち やくち やにな つた。 碑の ことなん か を、 



恐らく 誰 一 人 顧慮す る 者はなかった ろう。 

翌年の 春の 半、 私 は 或る 爽 かな 夜の 九 時 頃、 酔 心地 

の ものうい 足 を 引きずって、 不忍 池の 方から 戻って 来 

て、 大学の 裏門から 正面へ ぬけよう とした。 そして、 

八 角 講堂の 裏 を 通る 時、 ふと、 季節 こそ 違え 同じよう 

な 気分で、 A 老人と 一緒に そこ を 通った こと を 思い出 

した。 

「あの 碑 はどうな つた かしら ご 

震災の ため 廃墟の ようにな つ た 構内 を 見廻しながら、 

心覚えの あたりまで やって来 ると 朦 ろな 月の 光に、 破 

損が 却って 風致 をまして る 工科大学の 古めかしい シャ 



ト— を 背景に して、 これ はまた 湍々 しい 冬 青樹の 若葉 

の 下 影に、 例の 碑がぬ つと つつ 立って いた。 

「ほほう。 」 

私 は その 側に 歩み寄って、 露に 冷い 饅頭 笠の 石の 上 

を、 やさしく 撫でて やった ので ある。 

偷央だ つ た。 

正面 前から 電車に 乗る の を 止して、 すぐに 老人の 家 

を 訪れた。 

「あの 大学の 石の 碑 は、 地震に いたみ もしないで、 元 

の 通り 立 つ て いますよ ご 

A 老人 はきよ とんと した 顔 をした。 が やがて、 それ 
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